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診断根拠となる画像所見　小腸大腸の CT

笹井　信也
岡山画像診断センター

　診断過程で注目すべき点を症例を通して学んでいこう。一見、非特異的像でも、目の付け所で本質が見えてく
ることがある。どうして感染性腸炎は右結腸で虚血性腸炎は左結腸なのか？病変の性格が画像にどう反映され
るのか？CT の普及で小腸大腸の病変の評価が日常的になっている。診断根拠となる画像所見を知ることがあ
なたの CT 診断に役立つことを願っている。

日目

2016年

10月 21日（金）
1

側頭骨画像診断　苦手意識を払拭するためのコツ

外山　芳弘
高松赤十字病院　放射線科

　側頭骨画像診断は総じて皆苦手である。香川県内の放射線科医へのアンケート調査でも約 7 割の人が苦手と
答えた（得意は 0％）。一方、耳鼻科医へのアンケートでは 38％が我々の所見が不十分と回答した。耳鼻科医か
らは中耳炎と真珠腫の鑑別、治療方針を左右する解剖学的構造、悪性腫瘍の鑑別などが必要との意見であった。
本講演では苦手意識を払拭し、耳鼻科医を満足させる画像所見のコツを解説する。

この機会を逃すな、一流に学ぶ画像診断

セッション1

チャンス



第45 回 断層映像研究会

断層映像研究会雑誌  第 43 巻 第 2 号10-（2）

日目
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10月 21日（金）1

心臓 CT―日常臨床に必要な読影の知識―

立神　史稔
広島大学病院　放射線診断科

　心臓 CT は放射線診断医にとってなじみの深い領域とは言えませんが、件数は年々増加しています。本講演
では診断に必要な知識に加え、頻度の高い疾患をピックアップし、読影のポイントや注意点を解説したいと思い
ます。

腎腫瘍の CT 診断：
機器の性能を最大限活かして、最大限の情報を主治医に伝えるために

髙橋　哲
神戸大学医学部附属病院　放射線部

　小径腎癌の治療としてガイドラインは外科的部分切除術を推奨しており、本年にはロボット支援下腎部分切除
術が保険適用となり、より低侵襲な治療が可能となってきた。技術の進歩に伴い外科医が術前画像に求める情
報も、単純な血管の本数にとどまらなくなっている。画像診断に携わる者は臨床背景を理解して、画像診断機
器の特徴を最大限活かして要望に応える必要があり、事例として私どもの施設における腎 CT 検査の実際を紹
介する。
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血管腫・血管奇形の画像診断

野崎　太希
聖路加国際病院　放射線科

軟部腫瘍 ― Common disease の画像スペクトラム

青木　隆敏
産業医科大学　放射線科学教室

　臨床の場では、典型的所見を示す稀な疾患よりも、非典型的所見を示すcommon disease に遭遇する機会
の方が多い。本講演では、脂肪腫や神経原性腫瘍など、日常臨床でよく遭遇する代表的軟部腫瘍について、
知っておきたいバリエーションを述べる。バリエーションの認識は common disease の本質的な病態・病理の
把握に繋がり、画像の成り立ちを含めた知識の整理にも役立つと思われる。
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日目
2016年

10月 21日（金）1

一期一会

小山　貴
倉敷中央病院　放射線診断科

　症例との出会いというのはまさに一期一会と思うことが少なくありません。画像診断が検査前には全く思いも
よらぬ結果を導き出すような場合にはなおさらであり、時としては被験者の方には思わしくない結果となることが
あるかもしれませんが、自分がそのような症例と出会う機会に恵まれたことを幸甚と思うことがしばしです。今回
のセッションにおいてはそのような症例を参加者の方々に供覧させて頂きたいと思います。
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肝内胆管癌の画像診断

小坂　一斗
金沢大学附属病院

　腫瘤形成型肝内胆管癌（mass forming ICC: m-ICC）は増加傾向にある癌腫の一つである。近年では画像
診断の進歩により小型胆管癌を診断する機会が増えている。m-ICC はその発生母地から大型胆管、小型胆管、
細胆管由来に分類され、ダイナミックCT で増殖形態・血流の多寡を見ることで分類が可能である。大型胆管か
ら発生した m-ICC は乏血性であることが多く、腫瘤内に大型胆管の貫通が見られる。小型胆管、細胆管から発
生した m-ICC は多血性であることが多い。

腫瘍 FDG-PET/CT 診断のポイント～ピットフォールに陥らないために～

北島　一宏
兵庫医科大学　放射線医学講座　核医学・PET 診療部

　FDG を使った PET 検査は、多くの悪性疾患に感度が高く、治療前の病期診断、治療後の再発・転移診断、
治療効果判定などに有用で、今や癌患者さんのマネージメントに欠かすことのできない検査となっています。し
かし、実際の診断では、PET 特有の偽陰性や偽陽性の問題があり、診断に苦慮する事が少なからずあると思
います。本講演では、ピットフォールをできる限り多く紹介し、落とし穴に落ちない為の秘策をお話ししたいと思
います。
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日目
2016年

10月 22日（土）2

間膜 ･ 腹膜とその外についての画像診断

一色　彩子
日本医科大学武蔵小杉病院　放射線科

　腹膜外腔は意外に容積の大きな潜在腔である｡ 体腔を裏打ちし､ 時に複雑な襞を作りながら臓器を覆い､
または吊しているこの膜そのものやその外側についての知識は放射線科医の視覚的な好奇心を刺激するもので
あるのみならず､ 変則的な腹部病変の把握に役立つことがある｡ ｢玉葱の様｣ な体壁の構造について､ シェーマ
と症例を中心に親しみやすいアプローチで復習していきたい｡

軟骨下脆弱性骨折とその関連疾患：その理解のために

山口　岳彦
獨協医科大学越谷病院　病理診断科

　軟骨下脆弱性骨折（subchondral insufficiency fracture （SIF） of femoral head）は、高齢者に好発し、
背景に骨粗鬆症や肥満がある。SIF には病初期の単発性骨梁微小骨折から進行した骨頭圧壊まで様 な々病態
が含まれる。臨床的あるいは組織学的に idiopathic osteonecrosis（ION）of the hipと鑑別を要する。SIFと
ION の画像所見は類似するが、その意味する組織学所見は異なる。SIF や ION の経時的な組織学的反応・所見
を理解することは、画像読影や鑑別疾患に役立つ。SIF の関連疾患として、rapidly progressive arthrosis of 
the hip、transient osteoporosis of the hip、spontaneous osteonecrosis of the knee がある。
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頭蓋底は抜け道だらけ　―治療方針を左右する CT･MRI 所見―

浮洲　龍太郎
北里大学医学部　放射線科学（画像診断学）

　頭蓋底は頭蓋内と頭頸部の間をなす骨性隔壁である。頭蓋底の多数の小孔・裂溝とそれらを貫く神経・血
管は、腫瘍や炎症の進展路として重要である。近年の頭蓋底手術の発展もあり、この領域の病変において、
診断と治療方針の決定に CT･MRI が果たす役割は大きい。臨床的に特に重要な頭蓋底の小孔・裂溝に絞り、
症例を骨標本やシェーマなどと対比しながら、CT・MRI 診断時のポイントとピットフォールについて概説したい。

産婦人科疾患の症例と解説 ～ あなたならどう考える？

三森　天人
姫路赤十字病院　放射線科

　本講演では産婦人科疾患の画像診断について、子宮および卵巣の症例を各 3 例ずつ計 6 例の MRI 画像を
提示し、診断を本会参加の方々に考えていただき、その解説を行う。日常遭遇する疾患のやや変わった
variation から稀な疾患まで含まれており、診断には至らなくても良悪性の鑑別や次のステップへの指示なども
含め、日常診療に即した内容で解説する。
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日目
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10月 22日（土）2

治療関連中枢神経疾患の画像診断

古川　又一
山口大学　放射線科

　中枢神経疾患に対する治療法が多様化・複雑化する中、治療に関連した疾患や病変にもしばしば遭遇する。
代表的なものとして放射線治療、抗がん剤や免疫抑制剤等の薬剤に関連するものがあげられるが、放射線科医
がそのような疾患を正しく理解・診断することは、適切な対処・治療が行われるためにも重要である。本講演
では、比較的遭遇頻度の高い治療関連疾患や、おさえておきたい画像所見につき CT や MRI 所見を中心に解
説する。

限局性肺すりガラス影病変の全て。

加藤　勝也
川崎医科大学附属川崎病院　放射線科

　肺における消退しない限局性すりガラス影病変の大部分は、肺胞置換型進展を呈する高分化腺癌である。
すりガラス影肺癌の病理所見は？　消退するすりガラス影とは？　肺癌以外の消退しない肺すりガラス影病変は？
これらについて病理所見をまじえながら呈示し、さらに実臨床で問題となるすりガラス影肺癌の取扱いについて
示す。本講演が日頃遭遇する機会の多い肺限局性すりガラス影病変の適切なマネージメントに役立てば幸いで
ある。
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